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ることを明らかにした。McpM は L-リンゴ酸および D-酒石酸を認識することから、トマト
根から分泌されるこれら物質への走化性が R. pseudosolanacearumの植物へのターゲッテ
ィングに寄与していると考察した。 











 R. pseudosolanacearumの植物感染への走化性の寄与の解析は 21世紀に入ってからやっ
と始動したがその進展は遅々としたものであった。それはこの細菌が有する 22種類の走化
性センサーの特性化が成されていないためであった。緋田氏は独自の走化性センサー遺伝
子破壊株ライブラリーを用いて主要な植物関連物質に対する走化性センサーの特定に成功
した。そしてそのうち植物感染と走化性を結びつける植物関連物質として L-リンゴ酸もし
くは D-酒石酸を特定した。これは世界初の発見である。さらにやはり世界に先駆け、ホウ
酸走化性を発見しその走化性センサー(McpB)の特定にも成功した。面白いことに McpBのホ
モログはほぼ植物病原菌にのみ分布していることから、ホウ酸走化性は植物病原菌の感染
機構を理解する上で重要となるに違いない。以上の成果は遅々として進まなかった植物感
染と走化性との関連の研究に「風穴をあける」ものと断言できよう。さらには、新規で環
境適合型の植物感染防除技術開発にもつながるものであり、その工学的意義は極めて高い。
よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め
る。 
備考 審査の要旨は，1,500字程度とする。 
